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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月20日(2016.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューナブルレーザと、
　検出手段と
　を備えるサンプルの分光探索用光学システムであって、
　前記チューナブルレーザが、中心波長を有する放出波長帯にわたってチューナブル放射
を、前記波長帯にわたる出力パワースペクトルと平均放出パワーで放出するように動作し
、
　第１および第２のミラーを含む光共振器と、
　前記第１および第２のミラー間に介在するゲイン領域と、
　同調領域と、
　前記同調領域の光路長の調節手段と
　を備え、
　前記光共振器の自由スペクトル領域（ＦＳＲ）が前記中心波長の５％を超え、
　前記チューナブルレーザが前記波長帯にわたって略単一縦横モードで動作し、
　前記光路長の調節手段が約１ｋＨｚ超の６ｄＢ帯域幅の波長同調周波数応答を有し、
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　前記波長帯が、非反復的外部事象に応答して駆動波形を印加することによって走査され
る、
　光学システム。
【請求項２】
　前記外部事象が、爆発、化学反応、および生物学的事象から成るリストからの少なくと
も１つである、
　請求項１に記載の光学システム。
【請求項３】
　チューナブルレーザと、
　検出手段と
　を備えるサンプルの分光探索用光学システムであって、
　前記チューナブルレーザが、中心波長を有する放出波長帯にわたってチューナブル放射
を、前記波長帯にわたる出力パワースペクトルと平均放出パワーで放出するように動作し
、
　第１および第２のミラーを含む光共振器と、
　前記第１および第２のミラー間に介在するゲイン領域と、
　同調領域と、
　前記同調領域の光路長の調節手段と
　を備え、
　前記光共振器の自由スペクトル領域（ＦＳＲ）が前記中心波長の５％を超え、
　前記チューナブルレーザが前記波長帯にわたって略単一縦横モードで動作し、
　前記光路長の調節手段が約１ｋＨｚ超の６ｄＢ帯域幅の波長同調周波数応答を有し、
前記波長帯が外部トリガに応答して駆動波形を印加することによって走査される、
　光学システム。
【請求項４】
　チューナブルレーザと、
　検出手段と
　を備えるサンプルの分光探索用光学システムであって、
　前記チューナブルレーザが、中心波長を有する放出波長帯にわたってチューナブル放射
を、前記波長帯にわたる出力パワースペクトルと平均放出パワーで放出するように動作し
、
　第１および第２のミラーを含む光共振器と、
　前記第１および第２のミラー間に介在するゲイン領域と、
　同調領域と、
　前記同調領域の光路長の調節手段と
　を備え、
　前記光共振器の自由スペクトル領域（ＦＳＲ）が前記中心波長の５％を超え、
　前記チューナブルレーザが前記波長帯にわたって略単一縦横モードで動作し、
　前記光路長の調節手段が約１ｋＨｚ超の６ｄＢ帯域幅の波長同調周波数応答を有し、
　前記波長帯が、任意の間隔をおいたスペクトル特徴のシーケンスにわたって信号対雑音
比を最大化するように最適化される任意の波形によって走査される、
　光学システム。
【請求項５】
　前記チューナブルレーザの同調の機敏性が前記波長帯の情報の多い領域にわたる走査に
利用されて、信号対雑音比が測定時間を最小化しつつ向上される、
　請求項１に記載の光学システム。
【請求項６】
　前記チューナブルレーザの同調の機敏性が前記波長帯の情報の多い領域にわたる走査に
利用されて、信号対雑音比が測定時間を最小化しつつ向上される、
　請求項３に記載の光学システム。
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【請求項７】
　前記チューナブルレーザの同調の機敏性が前記波長帯の情報の多い領域にわたる走査に
利用されて、信号対雑音比が測定時間を最小化しつつ向上される、
　請求項４に記載の光学システム。
【請求項８】
　高速同調発振器であって、
　チューナブルレーザと、
　第２のレーザと、
　前記チューナブルレーザから放出される放射と前記第２のレーザから放出される放射と
間のビート信号を生成する手段と
　を備え、
　前記チューナブルレーザが、中心波長を有する放出波長帯にわたってチューナブル放射
を、前記波長帯にわたる出力パワースペクトルと平均放出パワーで放出するように動作し
、
　第１および第２のミラーを含む光共振器と、
　前記第１および第２のミラー間に介在するゲイン領域と、
　同調領域と、
　前記同調領域の光路長の調節手段と
　を備え、
　前記光共振器の自由スペクトル領域（ＦＳＲ）が前記中心波長の５％を超え、
　前記チューナブルレーザが前記波長帯にわたって略単一縦横モードで動作し、
　前記光路長の調節手段が約１ｋＨｚ超の６ｄＢ帯域幅の波長同調周波数応答を有する、
　高速同調発振器。
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